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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年7月2日(2009.7.2)

【公表番号】特表2009-520078(P2009-520078A)
【公表日】平成21年5月21日(2009.5.21)
【年通号数】公開・登録公報2009-020
【出願番号】特願2008-545864(P2008-545864)
【国際特許分類】
   Ｃ１０Ｍ 171/02     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 101/02     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 105/04     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  20/00     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  20/02     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  30/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１０Ｍ 171/02    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 101/02    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 105/04    　　　　
   Ｃ１０Ｎ  20:00    　　　Ｃ
   Ｃ１０Ｎ  20:02    　　　　
   Ｃ１０Ｎ  30:00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月16日(2009.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一種以上の水素化脱ロウ油および／または水素異性化油基材および基油、水素異性化油
基材および基油、ＧＴＬ基材および基油、ならびにそれらの混合物を含む基油の性能添加
剤を可溶化する溶解性および能力を改良するための方法であって、
　前記基油は、基油へ高粘度グループＩ鉱油を添加することによって、動粘度（１００℃
）３ｍｍ２／秒～５０ｍｍ２／秒を有し、
　その際、前記高粘度グループＩ鉱油は、動粘度（１００℃）１２ｍｍ２／秒以上を有す
るものとして特徴付けられ、かつ、前記高粘度グループＩ鉱油は、基油へ、一種以上の水
素化脱ロウ油基材、水素異性化油基材、ＧＴＬ基材、またはそれらの混合物と、高粘度グ
ループＩ鉱油との混合物の全重量を基準として、高粘度グループＩ鉱油１～５５重量％の
範囲の量で添加されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記高粘度グループＩ鉱油は、０．８８８５～０．９２０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度（６
０℃）および９０～１００の範囲のＶＩを有することを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記高粘度グループＩ鉱油は、一種以上の水素化脱ロウ油基材および基油、水素異性化
油基材および基油、ＧＴＬ基材および基油、またはそれらの混合物を含む基油へ、混合物
の全重量を基準として高粘度グループＩ鉱油５～５５重量％の範囲の量で添加されること
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を特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記高粘度グループＩ鉱油は、一種以上の水素化脱ロウ油基材および基油、水素異性化
油基材および基油、ＧＴＬ基材および基油、またはそれらの混合物を含む基油へ、混合物
の全重量を基準として高粘度グループＩ鉱油１０～５５重量％の範囲の量で添加されるこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
　前記基油は、動粘度（１００℃）３．５ｍｍ２／秒～３０ｍｍ２／秒を有することを特
徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項６】
　前記基油は、ＧＴＬ物質の水素化脱ロウ油または水素異性化油であることを特徴とする
請求項１または２に記載の方法。
【請求項７】
　一種以上の水素化脱ロウ油基材および／または基油、水素異性化油基材および／または
基油、ＧＴＬ基材および／または基油、あるいはそれらの混合物を含む基油、ならびに高
粘度グループＩ鉱油１～５５重量％を含む、溶解性が改良された潤滑油材であって、
　前記高粘度グループＩ鉱油は、動粘度（１００℃）１２ｍｍ２／秒以上を有するものと
して特徴付けられることを特徴とする潤滑油材。
【請求項８】
　前記基油は、動粘度（１００℃）３．５ｍｍ２／秒～３０ｍｍ２／秒を有することを特
徴とする請求項７に記載の潤滑油材。
【請求項９】
　前記基油は、ＧＴＬ物質の水素化脱ロウ油または水素異性化油であることを特徴とする
請求項１５に記載の潤滑油材。
【請求項１０】
　前記高粘度グループＩ鉱油は、０．８８５～０．９２０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度（６０
℃）および９０～１００の範囲のＶＩを有することを特徴とする請求項７～９のいずれか
に記載の潤滑油材。
【請求項１１】
　（イ）一種以上の水素化脱ロウ油基材および／または基油、水素異性化油基材および／
または基油、ＧＴＬ基材および／または基油、あるいはそれらの混合物を含み、かつ動粘
度（１００℃）３ｍｍ２／秒～５０ｍｍ２／秒を有する基油／基材；
（ロ）動粘度（１００℃）１２ｍｍ２／秒以上を有し、かつ一種以上の水素化脱ロウ油基
材および／または基油、水素異性化油基材および／または基油、ＧＴＬ基材および／また
は基油、あるいはそれらの混合物と、高粘度グループＩ鉱油との合計重量を基準として１
～５５重量％の量で存在する高粘度グループＩ鉱油；および
（ハ）添加剤量の少なくとも一種の性能添加剤
を含むことを特徴とする潤滑油処方物。
【請求項１２】
　前記基油は、動粘度（１００℃）３．５ｍｍ２／秒～３０ｍｍ２／秒を有することを特
徴とする請求項１１に記載の潤滑油処方物。
【請求項１３】
　前記基油は、ＧＴＬ物質の水素化脱ロウ油または水素異性化油であることを特徴とする
請求項１１に記載の潤滑油処方物。
【請求項１４】
　前記高粘度グループＩ鉱油は、０．８８５～０．９２０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度（６０
℃）および９０～１００の範囲のＶＩを有することを特徴とする請求項１１～１３のいず
れかに記載の潤滑油処方物。
【請求項１５】
　少なくとも一種の性能添加剤を、一種以上の水素化脱ロウ油基材および／または基油、
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水素異性化油基材および／または基油、ＧＴＬ基材および／または基油、あるいはそれら
の混合物を含み、かつ動粘度（１００℃）３ｍｍ２／秒～５０ｍｍ２／秒を有する基油と
、動粘度（１００℃）１２ｍｍ２／秒以上を有する高粘度グループＩ鉱油とを含む潤滑油
材に、溶解量で含む潤滑油添加剤濃縮物であって、
　前記高粘度グループＩ鉱油は、一種以上の水素化脱ロウ油基材および／または基油、水
素異性化油基材および／または基油、ＧＴＬ基材および／または基油、あるいはそれらの
混合物と、高粘度グループＩ鉱油との合計重量を基準として１～５５重量％の範囲の量で
存在することを特徴とする潤滑油添加剤濃縮物。
【請求項１６】
　一種以上の水素化脱ロウ油基材および／または基油、水素異性化油基材および／または
基油、ＧＴＬ基材および／または基油、あるいはそれらの混合物を含む前記基油は、動粘
度（１００℃）３．５ｍｍ２／秒～３０ｍｍ２／秒を有することを特徴とする請求項１５
に記載の潤滑油添加剤濃縮物。
【請求項１７】
　一種以上の水素化脱ロウ油基材および／または基油、水素異性化油基材および／または
基油、ＧＴＬ基材および／または基油、あるいはそれらの混合物を含む前記基油は、ＧＴ
Ｌ物質の異性化油であることを特徴とする請求項１５に記載の潤滑油添加剤濃縮物。
【請求項１８】
　前記高粘度グループＩ鉱油は、０．８８５～０．９２０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度（６０
℃）および９０～１００の範囲のＶＩを有することを特徴とする請求項１５～１７のいず
れかに記載の潤滑油添加剤濃縮物。
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